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ニホンザル の簡便な個体群モニタ リング手法の開発 を 目的に、1)サル樹皮食 による木本植物の樹形変化、2)サル
糞 を選択的に利用す る糞虫の生息密度、の2つ をサル生息数の間接指標 としての有効性を評価 した。1)の結果、こ
れまで報告があったヤマグワ以外 に、高木であるホオノキにおいて も顕著な樹形変化が確認 された。具体的には、
シュー ト長の減少 と、シュー ト本数の増加である。また、サル の選択性 の高いツル性木本植物においても、明確な
樹形変化 は確認 された。2)の結果、間接指標 として対象 としたAphodiusspp.は、外部環境(気 温等)の 影響 も大 き
く、サル生息分布 ・密度の経時的な変化を見る指標 として利用す る際は、こ うした外部環境 に対す る十分な配慮が
必要であることが考 えられた。今後の課題 として、1)と2)に用いた間接指標を、 どのスケール(解 像度)の サルモ
ニ タリング指標 として利用す ることが合理的であるかを評価するための調査研究が必要であることが考えられた。
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ヒ トを含む霊長類の網膜に存在す る3種 類(赤 ・緑 ・青)の 色覚視物質は試料調製が困難なため、X線 結晶構造
解析 を含む構造生物学的解析は過去に例がな く、我々の色認識 メカニズムは謎のままであった。そのよ うな状況の
もと、我々は数年前か ら本共同研究プロジェク トを活用 して、高精度の低温赤外分光を用いた霊長類赤 ・緑感受性
視物質の構造解析 に挑戦 した。ヒ トガン細胞 由来の培養細胞を用いて試料を調製する一方、わずかな試料 でも計測
可能な差スペ ク トル測定系を最適化す ることで、平成21年度に世界初 となるデータを報告 した(Katayamaet
al.2010;NHKニュース と35紙の新聞で紹介)。さらに平成22年度 にはスペク トル度を上げることで、タンパク質内
部に結合 した水分子の同定に成功 し、平成23年度に論文発表す ることができた(Katayamaetal.2012;1紙の新聞報
道)。
最初の論文によれば、赤 ・緑感受性視物質の構造は驚 くほど類似 していたが、水分子の精密測定の結果、内部結
合水 の水素結合環境は赤 ・緑感受性視物質で異なることが明らかになった。興味深い ことに、観測 された水分子の
振動数は視物質の吸収波長 と相 関を示 し、内部結合水が色識別 のメカニズムに関わることが示唆 された平成23年
度には色覚視物質の変異体実験も開始することができたため、よ り詳細なメカニズム解析が期待 され る。
また平成23年度には視物質 と同 じG蛋 白質共役型受容体である味覚受容体の構造解析を計画 し、全反射赤外分
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札幌市円山動物園で飼育す るニホンザルは、全てのオスに対 して精管結紮切除処置 を行い、繁殖制限を実施 して
い る。 しか しなが ら、飼育個体の高齢化が進み、将来的な飼育群維持のため、新たな繁殖管理方法 として人工繁殖
を検討 している。
本 園飼育ニホンザル のオス4頭 か ら精子採取を試みた。精巣上体尾部か ら注射針を用いて穿刺吸引し、4頭すべ
てか ら精液 を採取 した。4頭 中3頭 の精液 中の精子 は全て死滅 してお り、残る1頭 では精子が確認できなかった。
昨年度の同様 の処置では活発な生きた精子 を採取 しているため、採取手技、採取時期及び採取個体について検討が
必要であると考え られる。
霊長類研究所飼育ニホンザルのオス3頭 か らは、肛門に電極棒 を挿入 し、電気刺激 を行 う方法で精液採取 を試み、
うち1頭 から活性 のある精子を採取 した。採取 した精子を凍結保存 し、昨年度霊長類研究所にて凍結保存 した1個
体分の精子 と併せ融解 し、凍結後の精子性状 を比較 した ところ、昨年度 に比べ、今年度採取 した精子 の生存率
(2010:22%、2011:1.5%)及び運動性(2010:+++15、++15、+10、土10、-502011:+++2.5、++2.5、+2.5、土25、
-90)が低い結果 となった。また、融解後においてその生死 に関わ らず、多 くの精子が先体を喪失 していた(2010:
36.5%,2011:86%)o
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